
書

億
値
を
そ
れ
ほ
ど
傷
つ
け
る
も
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
坂
本
氏
の
本
領
は
、

理
論
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
飼
々
の
具
体
的
事
実
に
関
す
る
実
証
的
研
究
に

あ
る
と
い
え
る
。
免
除
領
田
制
と
い
わ
れ
る
庄
田
認
定
手
続
き
の
分
析
、
不

堪
佃
田
解
文
制
の
推
移
に
関
す
る
所
論
、
公
田
窟
物
率
法
の
成
立
に
間
す
る

所
論
、
十
「
世
紀
初
に
お
け
る
律
令
制
的
人
身
抱
握
消
減
に
関
す
る
指
摘
等
、

そ
れ
だ
け
を
個
別
に
と
り
だ
し
実
証
面
だ
け
に
限
っ
て
み
れ
ば
、
い
ず
れ
も

す
ぐ
れ
た
研
究
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
研
究
中
に
は
、
補
論
に
み
え
る

鴨
御
祖
社
領
都
宇
・
竹
原
両
町
に
関
す
る
研
究
を
も
含
め
、
坂
本
氏
に
よ
り

と
り
あ
げ
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
は
じ
め
て
詳
細
に
論
じ
ら
れ
た
問
題
も

あ
る
。
従
っ
て
、
本
書
は
、
平
安
時
代
の
研
究
者
は
勿
論
の
こ
と
、
中
世
史

の
研
究
者
も
必
ず
目
を
通
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
書
物
で
あ
る
と
い
え
る
。

　
な
お
、
坂
本
説
と
の
対
比
に
お
い
て
示
し
た
私
見
に
つ
い
て
は
、
書
評
と

い
う
本
稿
の
性
格
上
、
充
分
意
を
尽
し
て
述
べ
た
と
は
い
い
が
た
い
。
こ
れ

に
つ
い
て
は
拙
著
『
律
令
制
度
崩
壊
過
程
の
研
究
』
を
御
参
照
い
た
だ
け
れ

ば
幸
い
で
あ
る
。

　
（
A
5
判
　
　
三
六
〇
W
貝
　
　
一
九
七
二
年
鷲
一
月
　
｛
果
山
霊
大
愚
ザ
出
山
版
ム
鱗
　
｛
疋
儒
馴
二
六
〇
〇

　
円
）
　
　
　
　
　
　
　
（
奈
良
教
育
大
学
助
教
撰
∴
以

渡

辺
　
翔
　
文
鳥

『
日
本
塩
魚
史
研
究
』

河
　
手
　
龍
　
海

　
戦
後
の
目
本
塩
業
は
回
禄
有
の
変
化
を
と
げ
た
が
、
わ
け
て
も
、
基
図
余

年
の
長
期
に
わ
た
っ
て
、
塩
浜
な
い
し
は
塩
田
を
利
用
す
る
塩
業
の
生
産
形

態
、
す
な
わ
ち
、
揚
浜
・
入
浜
式
塩
田
の
形
態
が
消
滅
し
て
、
イ
オ
ン
交
換

膜
に
よ
る
近
代
的
工
場
生
産
へ
の
転
化
が
な
さ
れ
た
こ
と
は
、
そ
の
こ
と
自

体
が
す
で
に
大
変
な
歴
史
的
事
件
で
あ
っ
た
と
理
解
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

　
そ
れ
の
み
な
ら
ず
、
近
代
的
化
学
工
業
へ
の
脱
皮
を
期
に
、
明
治
三
十
八

年
以
来
実
施
さ
れ
て
き
た
塩
専
売
そ
の
も
の
も
姐
上
に
の
ぼ
り
、
そ
の
継
続

も
大
き
く
ゆ
ら
い
で
い
る
現
状
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
悪
業
の
大
変
革
は
、
お
の
ず
か
ら
三
業
史
に
対
す
る
深
い
関

心
を
高
め
て
い
る
と
い
え
る
が
、
こ
の
よ
う
な
時
期
に
あ
た
っ
て
、
渡
辺
踊

文
氏
の
町
”
日
本
塩
業
史
研
究
』
が
出
版
さ
れ
た
こ
と
は
、
こ
の
道
を
研
究
す

る
者
に
と
っ
て
、
甚
だ
有
意
義
で
あ
る
と
い
わ
な
け
れ
ぼ
な
ら
な
い
。

　
岡
蚤
は
、
過
去
二
〇
年
の
長
き
に
わ
た
っ
て
塩
業
史
の
研
究
に
従
事
さ
れ
、
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そ
の
闘
、
古
代
・
中
世
に
関
す
る
諸
論
文
を
早
く
か
ら
発
表
さ
れ
、
つ
い
で

近
世
に
関
す
る
も
の
を
研
究
さ
れ
て
、
日
本
塩
業
史
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
た

功
労
者
で
あ
る
。
今
般
の
著
書
は
、
こ
れ
ら
各
分
野
に
わ
た
る
諸
論
文
を
集

大
成
し
て
臨
版
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
構
成
の
大
要
を
紹
介
す
る
と
次

の
通
り
で
あ
る
。

第
－
部
　
日
本
塩
業
の
発
達
と
時
代
的
特
質

　
第
一
章
　
古
代
の
塩
生
産

　
　
（
第
一
　
藻
塩
か
ら
塩
浜
へ
　
第
二
　
塩
浜
の
成
立
と
製
塩
地
　
第

　
　
三
　
古
代
塩
生
産
の
特
質
）

　
第
二
章
　
中
世
塩
業
の
展
開

　
　
（
第
一
　
若
狭
湾
沿
岸
の
製
塩
業
　
第
二
　
瀬
戸
内
の
製
壌
業
　
第

　
　
三
　
中
世
塩
業
の
特
色
）

　
簾
三
章
　
近
世
始
業
の
基
本
構
造

　
　
（
第
一
　
入
浜
塩
細
の
生
産
構
造
　
第
二
　
塩
業
労
働
の
発
展
　
第

　
　
三
　
塩
業
労
働
者
の
賃
金
闘
争
　
補
職
　
塩
浜
共
嗣
体

　
第
四
章
　
近
世
に
お
け
ろ
塩
の
流
通

　
　
（
第
一
　
問
題
の
所
在
　
第
二
　
幕
藩
社
会
に
お
け
る
塩
の
流
通

　
　
補
論
　
信
越
に
お
け
る
塩
流
通
史
覚
書
　
第
三
　
瀬
戸
内
塩
の
流
通

　
　
機
構
　
第
四
　
結
び
に
か
え
て
　
野
鴨
　
幕
末
に
お
け
る
洋
式
製
塩

　
　
法
の
導
入
に
つ
い
て
）

　
第
五
章
　
明
治
前
期
の
学
業
と
十
州
塩
田
組
合
の
成
立

　
　
（
第
一
　
休
浜
法
に
つ
い
て
の
若
干
の
問
題
点
　
第
二
　
明
治
初
年

　
　
の
休
浜
同
盟
　
第
三
　
政
府
の
塩
業
政
策
と
十
州
塩
田
組
合
の
成
立

　
　
第
四
　
井
上
甚
太
郎
の
塩
政
論
と
制
限
法
反
対
運
動
　
第
五
　
十
州

　
　
塩
田
組
合
の
動
向
　
第
六
　
東
讃
支
部
の
抵
抗
と
休
浜
同
盟
の
終
焉

　
　
第
七
　
結
語
）

第
H
都
　
製
塩
地
帯
の
生
活
と
文
化

第
一
章
中
世
に
お
け
る
内
海
島
緻
ハ
の
生
活

　
（
第
一
　
土
地
所
有
乃
至
占
有
関
係
　
第
二
　
領
主
制
の
形
成
過
程

　
第
三
　
農
民
層
の
動
向
）

第
二
章
　
近
世
塩
田
都
市
の
社
会
と
文
化

　
（
第
一
　
竹
原
下
市
の
成
立
　
第
二
　
初
期
町
役
人
の
系
譜
と
商
入

　
　
　
　
　
第
三
　
下
市
の
経
済
的
発
展
　
第
四
　
下
市
と
周
辺
農
村

　
　
　
　
　
　
第
五
　
文
化
糎
学
問
の
発
達
）

　
　
　
　
近
世
塩
田
と
背
後
地
農
村

　
　
　
　
　
塩
田
の
不
況
と
石
炭
焚
の
問
題
、
　
第
二
　
石
炭
と
薪
の

　
の
台
頭

　
と
の
関
係

第
三
章

　
（
第
一

　
争
い
）

第
四
章
　
島
の
塩
田
と
農
民
生
活

　
（
第
一
　
大
飯
申
野
村
　
第
二

　
　
第
四
石
炭
問
屋
差
漣
一
件

塩
田
の
開
発
　
第
三
　
塩
の
販
売

第
五
　
明
治
初
期
の
塩
業
）
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評書

　
附
　
浜
子
闘
争
関
係
史
料

　
以
上
の
構
成
で
朗
ら
か
な
如
く
、
第
－
部
に
あ
っ
て
は
、
古
代
か
ら
明
治

前
期
に
わ
た
る
間
の
事
業
上
の
時
代
的
特
質
と
問
題
点
を
明
ら
か
に
さ
れ
、

第
H
都
に
お
い
て
は
塩
民
層
の
拠
っ
て
立
つ
基
盤
を
立
体
的
に
肉
付
け
さ
れ

て
い
る
。
以
下
各
章
の
内
容
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
私
見
を
加
え
、
そ
の
責

を
果
し
た
い
と
思
う
。

　
日
本
塩
干
史
に
お
け
る
古
代
・
中
世
は
、
残
存
す
る
史
料
が
甚
だ
僅
少
で

あ
る
。
と
く
に
古
代
に
お
い
て
そ
の
感
を
深
く
す
る
。
第
一
章
「
古
代
の
塩

生
産
」
は
、
そ
の
制
約
を
克
服
し
つ
つ
、
古
代
製
塩
を
明
ら
か
に
せ
ん
と
し

た
著
者
の
努
力
の
あ
と
が
窺
え
る
力
作
で
あ
る
。

　
古
代
製
塩
の
形
態
と
し
て
、
直
煮
的
製
塩
か
ら
塩
田
法
に
移
行
す
る
前
段

階
に
「
藻
塩
焼
く
法
」
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
内
容
は
長
く
不

明
確
の
ま
ま
で
あ
っ
た
。
同
氏
は
、
こ
れ
を
江
戸
時
代
の
モ
ソ
タ
レ
（
藻
垂
）

の
語
、
宮
城
県
塩
釜
神
社
末
社
の
「
藻
塩
焼
神
事
」
な
ど
か
ら
考
察
さ
れ
、

「
海
水
の
濃
縮
作
業
と
煮
沸
の
二
つ
の
工
程
を
、
さ
ら
に
、
あ
る
い
は
焼
き

塩
の
工
程
を
も
同
時
に
表
現
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
場
合
、
藻
は
も
っ
ぱ

ら
濃
縮
工
程
に
利
用
さ
れ
た
も
の
と
推
定
で
き
る
」
と
し
、
採
か
ん
技
術
史

の
爾
か
ら
は
浜
利
用
の
前
段
階
の
技
術
を
示
す
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
同
氏
は
濃
縮
工
程
に
も
藻
が
使
用
さ
れ
、
煎
熱
過
程
に
は

土
器
が
使
用
さ
れ
た
と
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
土
器
煎
熱
は
奈
良
時
代
に
な
る

と
西
日
本
の
各
地
で
消
滅
し
、
鉄
釜
・
石
釜
・
土
釜
に
か
わ
り
、
採
か
ん
面

も
砂
浜
利
用
の
形
式
に
移
行
す
る
。
ま
た
、
広
大
な
塩
浜
と
塩
木
山
を
占
拠

し
、
高
価
な
鉄
釜
を
も
っ
て
製
塩
し
え
た
も
の
は
中
央
貴
族
社
寺
、
な
い
し

は
地
方
豪
族
で
あ
っ
た
ろ
う
と
推
定
さ
れ
た
。

　
第
二
章
「
中
世
塩
業
の
展
開
」
に
お
い
て
は
、
若
狭
、
留
予
弓
月
島
の
三

業
関
係
史
料
に
基
づ
き
、
揚
浜
塩
田
の
経
営
形
態
を
分
析
さ
れ
、
名
主
が
飼

々
的
に
塩
浜
・
塩
釜
・
塩
木
山
を
占
有
す
る
名
主
的
経
営
形
態
で
あ
る
こ
と

を
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
中
世
に
お
い
て
は
、
塩
木
山
（
燃
料
）
の

ウ
エ
イ
ト
が
高
く
、
塩
生
産
の
過
程
に
お
い
て
重
視
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

煎
熱
部
門
が
中
世
塩
業
特
質
の
一
端
と
し
て
注
目
す
べ
き
で
あ
る
と
強
調
し

て
お
ら
れ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
古
代
・
中
世
の
製
塩
業
と
い
う
、
ま
っ
た
く
未
開
拓
の
分
野

を
究
明
さ
れ
て
、
そ
の
全
貌
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
功
績
は
高
く
評
価
す
べ
き

で
あ
る
が
、
こ
こ
に
私
見
の
一
、
二
を
述
べ
る
な
ら
ば
、
考
古
学
的
成
果
を

期
待
す
る
古
代
に
お
い
て
、
藻
を
濃
縮
に
使
用
し
た
こ
と
の
確
証
、
ま
た
、

出
土
土
器
が
煎
熱
土
器
か
焼
塩
土
器
か
の
区
別
な
ど
が
必
要
で
あ
ろ
う
し
、

「
藻
塩
焼
く
法
」
か
ら
「
塩
浜
法
」
に
移
行
す
る
前
段
階
に
、
　
「
塩
浜
法
」

に
先
行
す
る
も
の
と
い
わ
れ
る
「
塩
尻
法
」
の
採
か
ん
法
を
想
定
す
る
必
要

は
な
か
ろ
う
か
な
ど
の
諸
問
題
が
伏
在
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
現
在

に
お
け
る
日
本
塩
業
の
生
産
技
術
的
研
究
は
、
同
氏
が
発
表
さ
れ
た
藻
塩
法
、
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揚
浜
式
塩
田
形
態
、
入
浜
式
塩
田
形
態
と
い
う
段
階
を
究
明
し
て
、
よ
り
細

分
化
さ
れ
た
技
触
発
の
研
究
発
表
が
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
研
究
段
階

を
踏
ま
え
た
、
古
代
・
中
世
・
近
世
に
わ
た
る
罪
業
形
態
の
再
検
討
が
必
要

で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

　
第
三
章
「
近
世
塩
業
の
基
本
構
造
扁
に
お
い
て
は
、
近
世
入
浜
豊
田
の
生

産
構
造
を
は
じ
め
、
経
営
、
労
働
、
流
通
機
構
の
全
般
に
わ
た
っ
て
考
察
さ

れ
て
い
る
。
わ
け
て
も
、
近
世
に
お
け
る
塩
田
の
増
加
は
塩
価
の
下
落
を
ま

ね
き
、
宝
暦
・
明
和
期
に
い
た
っ
て
遂
に
塩
業
危
機
を
ま
ね
い
た
。
そ
の
打

開
策
と
し
て
休
浜
替
持
法
（
一
種
の
操
短
）
に
端
を
発
す
る
十
州
塩
業
者
の

休
浜
同
盟
が
な
さ
れ
た
が
、
｝
方
内
部
に
あ
っ
て
は
、
経
営
の
合
理
化
を
め

ざ
し
て
、
労
働
者
の
人
員
整
理
で
あ
る
年
傭
の
減
少
、
月
切
り
、
日
切
り
雇

い
の
増
大
が
み
ら
れ
る
。

　
こ
の
こ
と
は
、
自
然
に
、
創
業
労
働
者
で
あ
る
「
浜
子
」
の
相
対
的
地
位

の
上
昇
の
端
緒
を
も
た
ら
し
、
労
働
老
の
賃
上
げ
闘
争
へ
の
足
が
か
り
を
ま

ね
く
結
果
に
な
っ
た
。
同
氏
は
、
安
芸
国
竹
原
塩
田
に
お
け
る
宝
暦
九
（
一

七
五
六
）
年
、
文
政
一
〇
（
｝
八
二
七
）
年
の
浜
子
闘
争
を
取
り
あ
げ
て
、

そ
の
経
過
を
の
べ
る
と
と
も
に
、
塩
業
労
働
の
特
色
で
あ
る
奴
隷
労
働
に
近

い
腿
傭
労
働
条
件
一
封
建
的
束
縛
を
排
除
し
て
、
自
由
な
賃
労
働
化
へ
の
前

提
を
か
た
ち
づ
く
っ
て
来
た
こ
と
、
し
か
し
、
そ
れ
は
、
そ
れ
以
上
へ
の
発

展
一
「
近
代
化
」
は
不
可
能
で
あ
っ
た
と
し
て
、
塩
竃
労
働
者
の
闘
争
の
位

置
づ
け
を
お
こ
な
っ
て
お
ら
れ
る
。

　
第
四
章
「
近
世
に
お
け
る
塩
の
流
通
」
は
、
塩
業
史
に
お
い
て
、
研
究
の

最
も
お
く
れ
て
い
る
分
野
で
あ
る
。
同
氏
は
こ
れ
を
三
都
、
山
間
地
帯
、
日

本
海
沿
岸
の
諸
地
域
に
区
分
さ
れ
、
そ
の
流
通
状
況
を
究
明
さ
れ
る
と
と
も

に
、
近
世
の
製
塩
愚
老
に
よ
る
休
浜
同
盟
は
、
塩
の
流
通
担
毫
者
に
若
千
の

影
響
を
与
え
た
が
、
幕
藩
制
製
塩
流
通
機
構
は
不
動
で
あ
っ
た
と
理
解
さ
れ

て
い
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
近
世
塩
業
の
霊
露
な
問
題
に
、
塩
田
増
に
よ
る
古
楽
の
下
落
、

こ
の
対
応
策
と
し
て
の
休
浜
同
盟
の
問
題
が
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
実
価
下
落

も
塩
生
産
地
の
下
落
で
消
費
地
の
そ
れ
で
は
な
い
と
い
う
事
実
が
あ
る
。
そ

の
理
由
は
大
都
市
の
問
屋
資
本
の
問
題
、
塩
廻
船
の
問
題
な
ど
に
関
係
が
あ

る
と
さ
れ
て
い
る
が
、
各
諸
地
域
の
塩
受
問
屋
・
塩
生
産
地
問
屋
の
詳
細
な

究
明
が
更
に
必
要
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
幕
藩
体
制
下
の
塩
流
通
機
構
に
あ
っ

て
も
、
藩
営
塩
専
売
の
実
施
に
あ
た
っ
て
、
従
来
の
流
通
ル
ー
ト
を
か
え
て

進
出
せ
ん
と
し
た
例
が
赤
穂
藩
の
場
舎
な
ど
に
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ

ま
た
再
検
討
を
要
す
る
問
題
で
あ
ろ
う
と
忠
わ
れ
る
。

　
第
H
都
「
製
塩
地
帯
の
生
活
と
文
化
」
に
お
い
て
は
、
中
世
に
お
け
る
内

海
島
影
の
生
活
と
し
て
伊
予
国
弓
削
島
の
塩
の
荘
園
を
舞
台
に
、
塩
業
民
の

生
産
形
態
と
領
主
と
の
関
係
を
分
析
さ
れ
、
瀬
戸
内
海
荘
園
な
い
し
、
そ
れ

を
基
骸
と
す
る
大
名
領
国
制
成
立
過
程
の
考
察
を
し
て
お
ら
れ
る
。
ま
た
、
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近
世
で
は
安
芸
国
竹
原
塩
田
を
対
象
に
、
そ
れ
を
運
営
す
る
町
役
人
・
塩
商

人
、
さ
ら
に
は
周
辺
農
村
と
の
経
済
的
連
帯
性
を
中
心
に
、
塩
田
都
市
文
化

の
形
態
を
研
究
し
て
お
ら
れ
る
。

　
が
ん
ら
い
、
産
業
史
の
研
究
は
生
産
機
梅
、
流
通
構
造
の
究
明
に
の
み
終

始
し
、
そ
れ
ら
の
有
す
る
諸
相
を
統
合
的
に
把
握
す
る
作
業
を
お
ろ
そ
か
に

す
る
傾
向
が
強
か
っ
た
。
そ
の
反
省
と
し
て
、
同
氏
の
お
こ
な
っ
た
社
会
・

経
済
・
文
化
の
関
連
に
お
い
て
一
塩
田
地
域
を
総
合
的
に
把
握
さ
れ
た
究
明

は
甚
だ
興
味
深
い
も
の
で
、
こ
れ
に
対
し
賛
意
を
画
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
渡
辺
野
禽
氏
の
本
陣
は
、
豊
富
な
資
料
を
も
っ
て
手
が
た
く
打
ち
た
て
て

い
っ
た
近
年
ま
れ
に
み
る
好
著
で
あ
っ
て
、
塩
業
史
の
研
究
者
は
も
ち
ろ
ん
、

広
く
日
本
史
の
研
究
者
に
推
奨
し
た
い
論
著
と
い
え
る
。

　
　
（
A
5
判
　
三
二
三
頁
　
一
九
七
一
年
三
月
　
三
一
書
房
　
定
価
二
八
○
○
円
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
鳥
取
大
学
教
授
・
隅
出

谷

川
　
道
　
旧
著

『
階
唐
帝
国
形
成
史
論
』

気
賀
沢
保
規

　
五
胡
十
六
国
時
代
と
そ
れ
に
続
く
北
朝
史
は
、
宗
族
と
漢
族
の
葦
囲
の
過

程
か
ら
次
の
晴
事
帝
麺
の
根
幹
を
形
づ
く
る
時
代
、
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ

る
。
し
か
し
、
こ
の
錯
綜
し
た
歴
史
事
象
の
内
薗
に
踏
込
み
、
そ
こ
に
展
開

さ
れ
る
世
界
を
統
一
的
に
把
握
す
る
こ
と
は
、
多
く
の
困
難
に
遭
遇
せ
ざ
る

を
得
な
い
。
こ
の
困
難
な
課
題
に
精
力
的
に
取
組
み
、
五
胡
・
北
朝
史
の
研

究
に
新
た
な
地
平
を
拓
か
れ
た
の
が
谷
川
道
雄
旋
で
あ
り
、
本
書
は
そ
の
成

果
を
一
冊
に
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
一
九
五
八
年
か
ら
六
八
年
に
至

る
十
年
間
の
氏
の
穴
朝
貴
族
制
社
会
に
関
す
る
研
究
の
う
ち
、
と
く
に
政
治

史
の
領
域
を
扱
っ
た
十
二
編
の
論
文
が
本
書
に
載
せ
ら
れ
、
そ
こ
に
新
た
に

序
説
「
晴
唐
帝
国
の
本
源
に
つ
い
て
一
中
国
中
世
の
国
家
と
共
同
体
」
が

加
え
ら
れ
て
、
氏
の
「
共
同
体
論
」
を
知
る
上
で
最
も
注
目
す
べ
き
論
稿
と

な
っ
て
い
る
。
本
書
に
は
氏
の
貴
族
制
に
関
す
る
精
神
史
的
側
薗
か
ら
の
一

連
の
研
究
は
載
録
さ
れ
て
い
な
い
が
、
政
治
過
程
の
論
及
の
う
ち
に
そ
の
精

神
史
的
課
題
が
明
ら
か
に
さ
れ
、
抑
え
ら
れ
た
筆
致
の
な
か
に
も
氏
独
自
の
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